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1317 褐色腐朽菌オ オ ウズ ラ タケ によ る芳香族化合物分解 に関与する酵素系の解析

（九大 ・生物資源環境科学） O 阿部涼奈 、 小林芳徳 、 割石博之 、 田 中浩雄

　木材腐朽担子菌は リグ ニ ン分解能に よ り、白色腐朽菌 と褐色腐朽 菌 に 分 け られ る 。 白色腐朽菌
に よる リグ ＝ ン 分解 に お い て は 、 菌体外フ ェ ノ ール 酸化酵素が鍵とな っ て い る 。

一
方 、褐色腐朽

菌は リグニ ン を分解 で きな い 。即 ち、フ ェ ノ
ー

ル オ キ シ ダ ーゼ を分 泌 し な い 。 そ こ で 、褐 色腐朽

菌に よる 二 次重合 を伴わな い フ ェ ノ
ール 性化合物分解 に つ い て 検討を始め た 。 こ れ ま で に 褐色腐

朽菌によ り種 々 の フ ェ ノ ール が二 次重合 を起 こ す こ とな く無機化され る こ とが確かめ られ 、 褐色

腐朽菌の 芳香族化合 物分解 能が示 された 。 ま た 、 プ 囗 トプ ラ ス トを用 い た実験か ら 、
バ ニ リ ン が

原形質膜上 で 酸化還 元 され る こ と 、 酸化生成物で ある バ ニ リ ン酸がプ ロ トンシ ンポー
トに よ り細

胞内に取 り込 まれる こ とが明 らか とな っ て い る 。 褐色腐朽菌に よ る リグニ ン モ デル の 分解 は報告

され て い るもの の そ の機構は解明 されて い な い 。

一
つ の 可 能性 と して 、 フ ェ ン トン反応系で 生成

する ヒ ド囗 キ シ ル ラ ジカ ル の 関与 が提案されて い る 。 褐色腐朽菌オオ ウズ ラ タケ によ る安 息香酸

の代謝で は 、 安息香酸は まず水酸化反応 を受け 、 4 一ヒ ド 囗 キシ安息香酸 へ と変換 され る 。 その

後 、 脱炭酸反応を受け 、 ハ イ ドロ キ ノ ン を経 て 無機化され る 。 オオ ウズ ラ タケ に よる安息香酸の

代謝 へ の ヒ ドロ キシ ル ラ ジ カ ル の 関与に つ い て 検討す る ため、培地 に ヒ ド［コキ シル ラ ジカル捕捉

剤 として マ ン ニ ト
ー

ルお よびチ オ ウレ ア を添加 し、 その影響を調 べ た 。 ヒ ドロ キ シル ラジカ ル捕

捉剤の 存在下 に おい て も、 4 一ヒ ドロ キ シ安息香酸及び ハ イ ド囗 キノ ン の 生成 ば阻害されなか っ

た こ とか ら 、 水酸化反応及 び脱炭酸反応 に酵素が関与 して い る可 能性が示 された 。
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1318　　　　　　　　　　　担子 菌に よる化学兵 器 （イ ペ リ ッ ト）の 分解

　　　　　　　　　　　 ・一界面活性剤添加 に よ るチ オジグ リコ
．一ル 分解 の 促進 一
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【目的】　 tg97 年 4 月 29 日に化学兵器禁止 条約 が発効 され た こ とに伴 い 、 化学兵器の 早急な廃

絶は国際的な問題 と な っ て い る 。 特に イ ペ リ ッ ト （ビス （2 一ク ロ 自 エ チ ル ）ス ル フ ィ ド）は世

界各国で 最も大量に製造 され 、 現 在も保管 され て い る 。 従来の 燃焼法で は SOx の 発生を伴 う 二 次

環境汚染発生の 可能性が指摘 され て お り 、 こ れ に変わる新規分解法の 開発 が望 まれて い る 。

　 これ まで に、木材腐朽担子菌に よる イ ペ リ ッ ト分解の 代謝経路を検 討 し、C −S 結合 の開裂及 び

脱塩素に加水分解酵素 が関与す る こ とが示唆された 。 今回 、 関連酵素単離の ための培養条件の検

討を行 っ た とこ ろ、界面活性剤 Tween 　80 の存在下 、 オ オ ウズ ラ タケ が イ ペ リ ッ トの 加水分解物

で ある チオ ジ グ リコ
ー

ル （TDG ）を効果的に取 り込 むこ とが判明 したの で 報告する 。

【方法及び結果 】　 褐色腐朽菌オオ ウズ ラ タケ （Tyro ηyces　paiustrls；【FO 　O507 ）を供試菌 と

し 、 硫黄源を除い た高炭素源低窒素源培地 （HCLN −NoS ）で 培養 した 。 TDG を 0 〜 10mM 、

Tween 　80 を Q 〜 O ．1 ％ 添加 し培養 した 。 菌体重量 の測定を行 っ たとこ ろ 、 Tween 　80 または

TDG の み を加 えた場合 は ぼ とん ど変化 がな か っ たが 、
　O．1 ％ Tween 　80 と 5．O　mM 　TDG を同時に

加えた場合 、コ ン ト囗 一・．一ル に 比 べ 5 ．7倍 に 増加 し た 。
こ の こ と か ら、硫黄源 と して の TDG の 取込

にお い て Tween 　80 が効果的に関与 して い る こ とが示唆 された 。 現在、他の界面 活性剤に つ い て

も同様の 検討 を行 い 、TDG 取込み 機構 の解 明を急 い で い る 。
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